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小腸には、壁層内に広く分布する、中枢神経系とは独立した腸神経系（enteric nervous system, 










FITC-dextran (FD)をモデル薬物とした検討により、高分子薬物の paracellular route を介した受動
拡散に対しては、アドレナリン受容体の刺激はこれを抑制的に、ムスカリン受容体の刺激は促進
的に制御することが示唆された。続いて、アドレナリンの作用について詳細な検討を行った。そ



























第Ⅲ章では imipramine 誘発けいれんは，histidine および histamine の前投与により抑制
され，さらに histamine によるけいれん抑制作用は pyrilamine および α-methyl-p-tyrosine 
(AMPT) の前投与によって抑制された．従って，imipramine 誘発けいれんには，ヒスタ
ミン H1 拮抗作用およびノルアドレナリン再取り込み阻害作用が関与していると考えら




 以上の成績は，扁桃核キンドリングラットを用いることにより，ヒスタミン H1 拮抗
薬および抗うつ薬のけいれん誘発特性とその作用機序を解明した点で新規であり，博士
（薬学）の学位に値すると判断した． 
 
 
 
 
